
薩摩川内市立育英小学校
学校だより

＝令和５年度 ３つの重点項目＝ 創立１４５周年
「基礎学力の定着」（知育） （児童数：３６１名）
「履き物揃え」（徳育） １１月号（令和５年１１月２４日）
「体力つくり」（体育） 校 長 釘本 隆洋

家庭学習の重要性と時間の確保を！
育英小学校の課題の一つに『学力向上』があります。鹿児島学習定着度調査（５年）や全国学力・学

習状況調査」（６年）やＮＲＴ学力検査（２～６年）の結果などから様々な課題が見えてきます。
そこで、学校では、いくつかの課題を解決するために、子供の実態をもとにした授業改善に取り組ん

でいます。【チャイムの合図を守り、見通しと振り返り、まとめに良問チャレンジ、自力・相互解決の
時間を各１０分、いい姿勢と学業指導の徹底等】それと並行し、御家庭でも下記のことを念頭に置いて、
家庭学習の習慣化に取り組んでいただきたいと考えております。家庭学習の習慣化を図ることによって
“忘れる量を減らす”ことができます。「分かった。できた。」という喜びを味わうことによって『学力
向上』につながっていきます。先般の「家庭学習強調週間」は、いかがだったでしょうか。ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

☆ 家庭での学習時間のめやす ◎ １０分×学年＋３０分

◆１年…４０分、２年…５０分、３年…６０分、４年…７０分、５年…８０分、６年…９０分

○ 『時間ほど公平なものはなく、世界中の誰もが１日２４時間』である。

→ ６～８時間が自由に使える時間。使い方を工夫して家庭学習の時間確保を！

○ 基礎学力の確実な定着を図るために！
→『家庭学習の時間確保と内容の充実』

家庭における学習（宅習や自学ノート）は、“忘れる
量を減らす”ためにとても有効です。右の図のように
学習した内容をできるだけ早いうちに復習すれば、忘
れる量は少なくなります。そこで、このことを念頭に
置き、本校では、授業の最後に「定着を図る時間」を
設定し、定着をさらに高める手立てをしています。
右のグラフから、１日を経過すると約半分忘れてし

まいますが、家庭で復習する時間や予習をする時間を
確保することにより、忘れる量を大幅に減らすことが
できます。
したがって、家庭学習を継続的かつ意図的に設定し、

実践させることは、基礎学力の確実な定着・向上には
欠かすことができないことなのです。

《 復 習 の 役 割 》 ◎ なぜ、復習をしないといけないの？

１ 授業で学習した基礎的・基本的な内容の理解を深め、記憶を確実にする。
２ 技能では、その進歩と定着を促進する。
【復習の効果を高めるために】
(1) 復習は、学習後、なるべく早くする。
(2) 教科書とノートで重要なところを確かめる。
(3) 特に、授業で分からなかったところや予習のとき疑問に思うところを勉強する。
(4) 授業で活用したノートを整理する。
(5) 問題の練習をする。ドリルや問題集の練習問題にチャレンジし、適応力をつける。
(6) 分からないところは印をつけておき、次の時間（日）に先生や友達に質問する。

☆ 間違った問題をもう一度解いてみる。 ＜学習例＞
☆ 習ったことを別のノートに書き写す。
☆ 分からなかったことを辞書で調べたり、先生や家の人に聞いてみたりする。
☆ 学んだことや分からなかったことなどを自分の言葉でノートにまとめてみる。

復習の時期とその効果（ロビンソン）
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今年度も、11月１日～７日の「地域が育む『かごしまの教育』県民週
間」で、学校の様子を参観していただきました。多数の御来校をいただ
き、ありがとうございました。子供たちの様子はいかがでしたでしょうか。
本年度は、薩摩元気塾としてＭＢＣ薩摩川内支所長の大久保さんに

お越しいただき、５・６年生に防災教育を実施しました。子供たちも改め
て地震・津波の恐ろしさや自分の命を守るための覚悟をもつことができ
たようです。

11月7日(火）は、２年生 11月8日(水）に４年１組が
がおもちゃフェステバルを 仲良し音楽会に出場しまし
行いました。１年生におも た。指揮をする島崎教諭の
ちゃの遊び方をやさしく伝 緊張をよそに、堂々とした合
えるお兄さん、お姉さんの 唱と合奏を披露してくれまし
姿が随所に見られました。 た。左は朝の練習風景です。

11月11日（土）は、３年生が 11月1２日(日）は、
消防署見学に行きました。町 10時から４年２組の合
の安全を守ってくださってい 唱・合奏をオープニン
る消防士さんに感謝ですね。 グに、バザーが４年ぶ

りに開催されました。
日用品や標準服の

11月1３日(月）は5年生 販売、趣向を凝らした
に「茶育」が行われ、お茶の ゲームコーナーの他
おいしい入れ方を教わりま に、キッチンカー出店等、新しい試みも行われまし
した。きっと家庭でも実践し た。ＰＴＡ事業部の皆様、準備から運営、後片付け
てくれることでしょう。 まで本当にありがとうございました。

11月15日(水）は、人権擁護委員の家村純子さんをお招きして、１・３・５年生を
対象に人権教室を実施しました。絵本の読み聞かせや紙芝居、映像資料を通し
て、子供たちは、お互いの違いを認めたり、相手の立場に立って考えるなど人と人
との関わりについて大切なことを学ぶことができました。

楽しい子育てキャンペーン 三行詩
鹿児島県図画作品展市審査会 佳作 ６年 下池 健仁
推薦 ６年 上潟口 大和 県児童生徒作文コンクール
特選 ２年 中島 怜音 ・ 井上 香菜 県入選 ３年 村田 拓海 ５年 武田 美桜里

３年 久美田 煌士 ６年 吉井 廉
５年 宇都 愛夏 市特選 １年 内野 史華 ２年 山元 唯代
６年 江島 悠矢 ・ 荒木 美結 ３年 林 望結 ６年 村田 惟吹
６年 若松 智佳 あいさつ運動 ポスターの部

初期消火選手権 小学校高学年の部 優秀賞 ４年 岩下 杏璃 入選 ６年 若松 智佳
３位 ６年 有馬 直希 標語の部

夢絵画コンクール 入選 １年 内野 史華 ５年 杉園 麗早
佳作 １年 久保 美咲 家庭の日 標語の部

薩摩川内市理科作品展 優良賞 ５年 柿薗 萌寧 努力賞 ４年 安部 和樹
特選 １年 内野 史華 ４年 松本 泰知 ＪＡ共済コンクール 書道の部

４年 安部 和樹 ・ 杉園 和彌 佳作 １年 川添 琴海 ５年 柿薗 萌寧
５年 杉園 麗早 ・ 中村 昊志 佳作 ６年 有村 真依 銅賞 ５年 鍋田 笑実花

入来温泉川柳大会 税に関する書道作品
大賞 ２年 日髙 朝陽 最優秀賞 ６年 有村 真依
２位 ２年 河野 彩葉 税に関する絵はがきコンクール
６位 ２年 中野 悠愛 ・ 橋口 廉 川薩法人会長賞 6年 若松 智佳

１３日（水）３校合同元気塾(４年）
４日（月）修学旅行(６年 １日目） １５日（金）移動図書
５日（火）修学旅行(６年 ２日目） ２２日（金）終業式
６日（水) ６年生休養措置日 ２３日（土)～1/８(月)冬季休業
８日（金）ヤングケアラー講話（４～６年）
９日（土）校内持久走大会予備日 ※ 1/９(火) ３学期始業式

１０日（日）県ジュニア綱引選手権 （現在の予定です。変更の可能性があります。）


